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超伝導HEBミクサ素子の設計・最適化のための数値シミュレーションコ
ードの開発

Development of numerical simulation code for THz band superconducting
hot-electron bolometer mixer designing
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THz帯領域は、赤外線と電波の技術のはざまにあるため、未開拓の周波数領域となっている。こ
れまでミリ・サブミリ波帯の天文観測や地球大気環境計測におけるヘテロダイン分光では、超伝
導SISミクサ受信機が活躍してきたが、SIS素子は超伝導ギャップ周波数を超える周波数帯では性
能が劣化し、1THz以上では動作が困難となる。そこで近年は、次世代のTHzヘテロダイン検出
素子として着目されているホットエレクトロンボロメータミクサ(HEBM)素子の開発が進んでい
る。
HEBM素子の細線には、NbNやNbTiNなどの合金超伝導薄膜を用いることが主流となりつつあ
る。しかし素子の中間周波帯域や感度を決めている物理現象が未だ十分には解明されていないの
で、超伝導細線部の最適化設計やプロセスは依然として日進月歩である。そこで、我々は超伝導
HEBM素子内の解析を可能とする数値シミュレーションコードを開発し、物理現象の解析・設計
効率の向上を目指している。今回は、上記の超伝導HEBM素子の数値シミュレーションコード開
発についての進捗を報告する。
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